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ントの in vivoにおける細菌接着阻害効果、in vitroにおけるバイオフィルム形成阻害効果について検
討を行った。 
細菌接着阻害評価は in vivo で行った。ラット大腿骨遠位髄腔に黄色ブドウ球菌を投与した後にイ
ンプラントを想定した 1.6ｍｍのワイヤーを大腿骨髄腔内に挿入することで、PJI を想定した状態を
構築した。ワイヤーは本インプラントの製造工程を考慮し、チタン・酸化被膜担持チタン・ヨード担
持チタンの 3種類を用いた。術後 24・48・72時間にワイヤーを抜去し、インプラント周囲に付着し
たコロニー数を測定した。その結果、ヨード担持インプラントは有意に金属に付着しているコロニー
数が減少していた。 
バイオフィルム形成阻害評価は in vitroで行った。本検討も前述の細菌接着阻害評価と同様、3種
類の金属インプラントを用いて検討した。黄色ブドウ球菌の菌液内に、金属試験片を 37℃ 24時間浸
漬することでバイオフィルム形成を行った。定性的評価として蛍光顕微鏡・走査電子顕微鏡を用いて、
金属表面のバイオフィルムを観察した。定量的評価として、金属表面に形成されたバイオフィルム内
の細菌数を計測した。その結果、ヨード担持インプラントは有意に金属表面のバイオフィルム形成が
少なく、バイオフィルム内生菌数も減少していた。本結果から、ヨード担持インプラントは、有意に
金属表面への細菌接着阻害効果を示すことによりバイオフィルム形成を阻害していることが示唆され
た。 
以上、本研究はヨード担持インプラントのバイオフィルム形成阻害能について研究的観点から分析
しその有用性を明らかにしたものであり、本学の学位に値すると評価された。 
